
 

 

 

職員の管理職員特別勤務手当に関する規則の一部を改正する規則 

 

職員の管理職員特別勤務手当に関する規則（平成４年大阪市規則第29号）の一部を次のように改

正する。 

次の表により、改正前欄に掲げる規定の傍線を付した部分をこれに順次対応する改正後欄に掲げ

る規定の傍線を付した部分のように改め、改正前欄及び改正後欄に対応して掲げるその標記部分に

二重傍線を付した規定（以下「対象規定」という。）及び二重傍線を付した共通見出しのうち、その 

標記部分が同一の対象規定の改正前欄に掲げる対象規定を改正後欄に掲げる対象規定のように改 

め、二重傍線を付した共通見出しは改正前欄に掲げる共通見出しを改正後欄に掲げる共通見出しの

ように改め、その標記部分が異なる対象規定の改正前欄に掲げる対象規定を改正後欄に掲げる対象

規定として移動し、改正前欄に掲げる対象規定で改正後欄にこれに対応するものを掲げていないも

のを削り、改正後欄に掲げる対象規定で改正前欄にこれに対応するものを掲げていないものを加え

る。 

改正後 改正前 

（手当額等） 

第２条 条例第20条の２第３項の市規則で定

める勤務は、同条第１項の勤務に従事した

時間が６時間を超える場合の勤務とする。 

第３条 [略] 

２ 条例第20条の２第３項第２号の市規則で

定める額は、次の各号に掲げる職員の区分

に応じ、当該各号に定める額とする。 

⑴ 前項第１号に掲げる職員 6,000円（定

年前再任用短時間勤務職員にあっては、

5,500円） 

⑵ 前項第２号に掲げる職員 5,000円（定

年前再任用短時間勤務職員にあっては、

4,500円） 

⑶ 前項第３号に掲げる職員 4,300円（定

（手当額） 

[新設] 

 

 

第２条 [同左] 

２ 条例第20条の２第３項第１号の市規則で

定める勤務は、勤務に従事した時間が６時

間を超える場合の勤務とする。 

 

 

 

 

 

 

 

大阪市規則第62号



 

年前再任用短時間勤務職員にあっては、

3,800円） 

⑷ 前項第４号に掲げる職員 3,500円（定

年前再任用短時間勤務職員にあっては、

3,000円） 

[削る] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４条 次に掲げる場合には、条例第20条の

２第２項の規定による管理職員特別勤務手

当を支給しない。この場合において、職員

がした同項の勤務は、同条第１項の勤務と

みなす。 

 

 

 

 

 

第３条 条例第20条の２第３項第２号の市規

則で定める額は、次の各号に掲げる職員の

区分に応じ、当該各号に定める額とする。 

⑴ 危機管理監の職又は管理職手当区分が

１種甲、１種乙若しくは１種丙である職

にある職員 6,000円（定年前再任用短時

間勤務職員にあっては、5,500円） 

⑵ 管理職手当区分が２種甲又は２種乙で

ある職にある職員 5,000円（定年前再任

用短時間勤務職員にあっては、4,500円） 

⑶ 管理職手当区分が３種甲、３種乙又は

３種丙である職にある職員 4,300円（定

年前再任用短時間勤務職員にあっては、

3,800円） 

⑷ 管理職手当区分が４種甲である職にあ

る職員 3,500円（定年前再任用短時間勤

務職員にあっては、3,000円） 

２ 条例第20条の２第１項の勤務をした後、

引き続いて同条第２項の勤務をした職員に

は、その引き続く勤務に係る同項の規定に

よる管理職員特別勤務手当を支給しない。 

[新設] 

 

 

 

 



 

⑴ 条例第20条の２第１項の勤務をした

後、引き続いて同条第２項の勤務をした

場合 

⑵ 条例第20条の２第２項の勤務をした

後、引き続いて同条第１項の勤務をした

場合 

第５条～第７条 [略] 

附 則 

[１ 略] 

２ 条例附則第３項の規定の適用を受ける職

員に対する第３条の規定の適用について

は、当分の間、同条中「に定める額」とあ

るのは「に定める額に100分の70を乗じて得

た額（当該額に、50円未満の端数を生じた

ときはこれを切り捨て、50円以上100円未満

の端数を生じたときはこれを100円に切り

上げた額）」とする。 

 

 

 

 

 

 

第４条～第６条 [同左] 

附 則 

[１ 同左] 

２ 条例附則第３項の規定の適用を受ける職

員に対する第２条第１項及び第３条第１項

の規定の適用については、当分の間、これ

らの規定中「に定める額」とあるのは「に

定める額に100分の70を乗じて得た額（当該

額に、50円未満の端数を生じたときはこれ

を切り捨て、50円以上100円未満の端数を生

じたときはこれを100円に切り上げた額）」

とする。 

備考 表中の[ ]の記載及び対象規定の二重傍線を付した標記部分を除く全体に付した傍線

は注記である。 

   附 則 

１ この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

２ 職員の管理職員特別勤務手当に関する規則の一部を改正する規則（令和５年大阪市規則第72号）

の一部を次のように改正する。 

次の表により、改正前欄に掲げる規定の傍線を付した部分をこれに対応する改正後欄に掲げる

規定の傍線を付した部分のように改める。 

改正後 改正前 

   附 則 

[１ 略] 

２ 暫定再任用職員（地方公務員法の一部を

改正する法律（令和３年法律第63号）附則

   附 則 

[１ 同左] 

２ 暫定再任用職員（地方公務員法の一部を

改正する法律（令和３年法律第63号）附則



 

第４条第１項若しくは第２項又は第６条

第１項若しくは第２項の規定により採用

された職員をいう。）は、地方公務員法（昭

和25年法律第261号）第22条の４第３項に

規定する定年前再任用短時間勤務職員と

みなして、この規則による改正後の職員の

管理職員特別勤務手当に関する規則第３

条の規定を適用する。 

第４条第１項若しくは第２項又は第６条

第１項若しくは第２項の規定により採用

された職員をいう。）は、地方公務員法（昭

和25年法律第261号）第22条の４第３項に

規定する定年前再任用短時間勤務職員と

みなして、この規則による改正後の職員の

管理職員特別勤務手当に関する規則第２

条第１項及び第３条第１項の規定を適用

する。 

備考 表中の[ ]の記載は注記である。 
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